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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装着された光ディスクを所定の回転速度で回転させた状態で、上記光ディスクの半径方
向の所定位置より、グルーブウォブルに対応した信号を再生するウォブル信号再生手段と
、
　上記ウォブル信号再生手段の出力信号より、記録可能な複数種類の光ディスクの上記グ
ルーブウォブルの周波数に対応した複数の周波数成分を抽出する複数のフィルタ手段と、
　上記複数のフィルタ手段の出力信号の周波数レベルを検出する検出手段と、
　上記検出手段の検出信号を用いて上記装着された光ディスクの判別をするディスク判別
手段と、を備え、
　上記検出手段は、上記複数のフィルタ手段の出力信号がそれぞれ参照信号として供給さ
れる複数のＰＬＬ回路部の出力信号に基づいて、上記参照信号の周波数レベルを検出し、
　上記検出手段で検出された上記参照信号の周波数レベルが、第１の範囲の周波数である
場合には、上記ディスク判別手段は、上記装着された光ディスクを第１の光ディスクであ
ると判別し、
　上記検出手段で検出された上記参照信号の周波数レベルが、第２の範囲の周波数である
場合には、上記ディスク判別手段は、上記装着された光ディスクを第２の光ディスクであ
ると判別し、
　上記検出手段で検出された上記参照信号の周波数レベルが、上記第１の範囲の周波数で
もなく上記第２の範囲の周波数でもない場合には、上記ディスク判別手段は、上記装着さ
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れた光ディスクを第３の光ディスクであると判別する、光ディスクドライブ。
【請求項２】
　装着された光ディスクを所定の回転速度で回転させた状態で、上記光ディスクの半径方
向の所定位置より、グルーブウォブルに対応した信号を再生する工程と、
　上記再生された信号より、記録可能な複数種類の光ディスクの上記グルーブウォブルの
周波数に対応した複数の周波数成分をそれぞれ抽出する工程と、
　上記複数の周波数成分を抽出する工程において出力される周波数レベルを検出する工程
と、
　上記検出された周波数レベルを用いて、上記装着された光ディスクの判別を行う工程と
、を含み、
　上記検出された周波数レベルが、第１の範囲の周波数である場合には、上記装着された
光ディスクが第１の光ディスクであると判別し、
　上記検出された周波数レベルが、第２の範囲の周波数である場合には、上記装着された
光ディスクが第２の光ディスクであると判別し、
　上記検出された周波数レベルが、上記第１の範囲の周波数でもなく上記第２の範囲の周
波数でもない場合には、上記装着された光ディスクが第３の光ディスクであると判別する
、光ディスク判別方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えばＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ＋ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＯＭなどの光ディスクが
装着される光ディスクドライブおよびそれにおけるディスク判定方法に関する。詳しくは
、装着された光ディスクより再生されたグルーブウォブルに対応する信号より記録可能な
複数種類の光ディスクのグルーブウォブルの周波数に対応した複数の周波数成分をそれぞ
れ抽出し、抽出された複数の周波数成分に基づいて、装着された光ディスクが記録可能な
光ディスクであるか否かの判定を行うことによって、装着された光ディスクが記録可能な
光ディスクであるか否かを、短時間かつ確実に判定し得るようにした光ディスクドライブ
等に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＤＶＤ系の光ディスクとして、ＤＶＤ－ＲＷディスク、ＤＶＤ＋ＲＷディスク等の記録
可能な光ディスクがあると共に、ＤＶＤ－ＲＯＭディスク等の再生専用の光ディスクがあ
る。これらのＤＶＤ系の光ディスクは、直径が１２ｃｍであって外形が同一とされている
。また、ＤＶＤ系の光ディスクドライブとして、記録再生を行う光ディスク記録再生装置
や再生のみを行う光ディスク再生装置がある。
【０００３】
　また、一台の記録／再生装置にて、ＣＤ、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ、ＤＶＤ－Ｒの４種類の光
ディスクの判別を行うことができるディスク判別装置も提案されている（例えば特許文献
１参照）。この特許文献１に記載のディスク判別装置は、古い世代の光ディスクではある
が、２つの比較回路を備え、ＣＤ－Ｒの線速度で回転制御した場合、被判別ディスクがＣ
Ｄ－Ｒならば、２つの比較回路からの出力信号は共にＨレベル信号となるが、被判別ディ
スクがＤＶＤ－Ｒならば、一方の比較回路からはＨレベル信号、他方の比較回路からはＬ
レベル信号が出力されるようにしている。この２つの比較回路からの出力信号レベルのパ
ターンによってディスクの判別を行っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平０９－１９８７７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　上述したようにＤＶＤ系の光ディスクは外形が同一であることから、上述したＤＶＤ系
の光ディスク記録再生装置や光ディスク再生装置には特性等が異なる数種類の光ディスク
が装着されることとなる。したがって、装置側では、装着された光ディスクの判定をし、
その判定結果に基づいて装着された光ディスクを取り扱うことが必要となる。
【０００６】
　例えば、複製禁止のディジタルビデオ信号が複製禁止を無視して記録された記録可能な
光ディスクが装着された場合、その光ディスクが記録可能な光ディスクであると判定して
、その光ディスクからは、記録されているディジタルビデオ信号の再生を行わないように
する。
【０００７】
　そこで、この発明では、装着された光ディスクが記録可能な光ディスクであるか否かを
、短時間かつ確実に判定し得る光ディスクドライブ等を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決し、本発明の目的を達成するため、本発明の光ディスクドライブは、装
着された光ディスクを所定の回転速度で回転させた状態で、光ディスクの半径方向の所定
位置より、グルーブウォブルに対応した信号を再生するウォブル信号再生手段と、このウ
ォブル信号再生手段の出力信号より、記録可能な複数種類の光ディスクのグルーブウォブ
ルの周波数に対応した複数の周波数成分を抽出する複数のフィルタ手段と、複数のフィル
タ手段の出力信号の周波数レベルを検出する検出手段と、この検出手段の検出信号を用い
て装着された光ディスクの判別をするディスク判別手段と、を備えている。
【０００９】
　そして、検出手段は、複数のフィルタ手段の出力信号がそれぞれ参照信号として供給さ
れる複数のＰＬＬ回路部の出力信号に基づいて、参照信号の周波数レベルを検出し、検出
手段で検出された参照信号の周波数レベルが、第１の範囲の周波数である場合には、ディ
スク判別手段は、装着された光ディスクを第１の光ディスクであると判別する。また、検
出手段で検出された参照信号の周波数レベルが、第２の範囲の周波数である場合には、デ
ィスク判別手段は、装着された光ディスクを第２の光ディスクであると判別する。また、
検出手段で検出された参照信号の周波数レベルが、第１の範囲の周波数でもなく第２の範
囲の周波数でもない場合には、ディスク判別手段は、装着された光ディスクを第３の光デ
ィスクであると判別する。
【００１０】
　また、本発明の光ディスク判別方法は、装着された光ディスクを所定の回転速度で回転
させた状態で、光ディスクの半径方向の所定位置より、グルーブウォブルに対応した信号
を再生する工程と、この再生された信号より、記録可能な複数種類の光ディスクのグルー
ブウォブルの周波数に対応した複数の周波数成分をそれぞれ抽出する工程と、この複数の
周波数成分を抽出する工程において出力される周波数レベルを検出する工程と、検出され
た周波数レベルを用いて、装着された光ディスクの判別を行う工程と、を含む。
【００１１】
　そして、検出された周波数レベルが、第１の範囲の周波数である場合には、装着された
光ディスクが第１の光ディスクであると判別し、検出された周波数レベルが、第２の範囲
の周波数である場合には、装着された光ディスクが第２の光ディスクであると判別する。
また、検出された周波数レベルが、第１の範囲の周波数でもなく第２の範囲の周波数でも
ない場合には、装着された光ディスクが第３の光ディスクであると判別する。
【００１２】
　この発明においては、記録可能な複数種類の光ディスクおよび再生専用の光ディスクの
装着が可能とされる。記録可能なある種類の光ディスクが装着される場合には、再生され
たグルーブウォブルに対応した信号は、その光ディスクのグルーブウォブルの周波数に対
応した周波数成分のレベルが大きなものとなる。
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【００１３】
　例えば、光ディスクを１３８９ｒｐｍで回転駆動し、この光ディスクの半径２４ｍｍの
位置を再生して信号を得るものとすると、その信号は、ＤＶＤ－ＲＷディスクが装着され
ている場合には約１４０ｋＨｚの周波数成分のレベルが大きなものとなり、ＤＶＤ＋ＲＷ
ディスクが装着されている場合には約８１０ｋＨｚの周波数成分のレベルが大きなものと
なる。
【００１４】
　このように再生されたグルーブウォブルに対応した信号より、記録可能な複数種類の光
ディスクのグルーブウォブルの周波数に対応した複数の周波数成分がそれぞれ抽出される
。例えば、記録可能な複数種類の光ディスクがＤＶＤ－ＲＷディスク、ＤＶＤ＋ＲＷディ
スクである場合には、約１４０ｋＨｚの周波数成分と、約８１０ｋＨｚの周波数成分が抽
出される。
【００１５】
　そして、これら抽出された複数の周波数成分に基づいて、装着された光ディスクが記録
可能な光ディスクであるか否かが判定される。この場合、複数の周波数成分のいずれかの
レベルが大きいときには、その周波数成分に対応した記録可能な光ディスクが装着されて
いることが分かる。また、複数の周波数成分のいずれのレベルも大きくないときは、記録
可能な複数種類の光ディスクのいずれも装着されていないことが分かる。
【００１６】
　このように、装着された光ディスクより再生されたグルーブウォブルに対応する信号よ
り記録可能な複数種類の光ディスクのグルーブウォブルの周波数に対応した複数の周波数
成分をそれぞれ抽出し、抽出された複数の周波数成分に基づいて、装着された光ディスク
が記録可能な光ディスクであるか否かの判定を行うことにより、装着された光ディスクが
記録可能な光ディスクであるか否かを短時間かつ確実に判定することが可能となる。
【発明の効果】
【００１７】
　この発明によれば、装着された光ディスクより再生されたグルーブウォブルに対応する
信号より記録可能な複数種類の光ディスクのグルーブウォブルの周波数に対応した複数の
周波数成分をそれぞれ抽出し、抽出された複数の周波数成分に基づいて、装着された光デ
ィスクが記録可能な光ディスクであるか否かの判定を行うものであり、装着された光ディ
スクが記録可能な光ディスクであるか否かを短時間かつ確実に判定できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】光ディスクドライブの一部の構成を示すブロック図である。
【図２】プッシュプル信号の作成を説明するための図である。
【図３】ウォブル検出部の構成を示すブロック図である。
【図４】ＤＶＤ－ＲＷ，ＤＶＤ＋ＲＷ，ＤＶＤ－ＲＯＭの各ディスクの装着時におけるバ
ンドパスフィルタの出力信号を示す図である。
【図５】ウォブル検出部の他の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照しながら、この発明の実施の形態について説明する。図１は、ＤＶＤ
系の光ディスクの装着が可能な光ディスクドライブ１００の一部の構成を示している。
【００２０】
　ドライブ１００は、装着された光ディスク１０１を回転駆動するためのスピンドルモー
タ１０２と、半導体レーザ、対物レンズ、フォトディテクタ等から構成される光ピックア
ップ１０３と、この光ピックアップ１０３を光ディスク１０１の半径方向（ラジアル方向
）に移動させるための送りモータ１０４とを有している。この場合、光ピックアップ１０
３を構成する半導体レーザからのレーザビームが光ディスク１０１の記録面に照射され、
その反射光（戻り光）が光ピックアップ１０３を構成するフォトディテクタに照射される



(5) JP 4831237 B2 2011.12.7

10

20

30

40

50

。
【００２１】
　また、ドライブ１００は、ドライブ全体の動作を制御するコントローラ１０５と、サー
ボコントローラ１０６とを有している。コントローラ１０５には、液晶表示素子等で構成
される表示部１０７および複数の操作キーが配された操作キー部１０８が接続されている
。サーボコントローラ１０６は、光ピックアップ１０３におけるトラッキングやフォーカ
スを制御し、また送りモータ１０４の動作を制御する。さらに、サーボコントローラ１０
６はスピンドルモータ１０２の回転を制御し、光ディスク１０１は、記録時や再生時には
、ＣＬＶ(Constant LinearVelocity)で回転駆動される。
【００２２】
　また、ドライブ１００は、光ピックアップ１０３を構成するフォトディテクタの出力信
号を処理して再生ＲＦ信号ＳRF、フォーカスエラー信号ＳFE、トラッキングエラー信号Ｓ

TEおよびプッシュプル信号ＳPPを作成するＲＦアンプ部１０９を有している。ここで、フ
ォーカスエラー信号ＳFEは、アスティグマ法（非点収差法）によって作成される。また、
トラッキングエラー信号ＳTEは、再生時にはＤＰＤ法（位相差法）によって作成され、記
録時にはプッシュプル法によって作成される。
【００２３】
　このようにＲＦアンプ部１０９で作成されるフォーカスエラー信号ＳFEおよびトラッキ
ングエラー信号ＳTEはサーボコントローラ１０６に供給され、このサーボコントローラ１
０６では、これらのエラー信号を用いて、上述したように光ピックアップ１０３における
トラッキングやフォーカスを制御する。
【００２４】
　ここで、光ピックアップ１０３を構成するフォトディテクタとして、図２に示すように
、４分割フォトディテクタＰＤが用いられている。このフォトディテクタＰＤには、光デ
ィスク１０１からの戻り光によるスポットＳＰが形成される。フォトディテクタＰＤを構
成する４個のフォトダイオードＤａ～Ｄｄの検出信号をＳａ～Ｓｄとするとき、プッシュ
プル信号ＳPPは、以下の演算によって得られる。
【００２５】
　すなわち、検出信号Ｓａ，Ｓｃが加算器１１１で加算されると共に、検出信号Ｓｂ，Ｓ
ｄが加算器１１２で加算される。そして、減算器１１３で加算器１１１の出力信号より加
算器１１２の出力信号が減算されて、プッシュプル信号ＳPPが得られる。
【００２６】
　また、図１に戻って、ドライブ１００は、ＲＦアンプ部１０９で作成された再生ＲＦ信
号の２値化スライス、その後のＰＬＬ(Phase-Locked Loop)による同期データの生成等、
一連のアナログ信号処理を行うリードチャネル部１１５と、リードチャネル部１０８で生
成された同期データ（８／１６変調データ）の復調、その後の誤り訂正等の処理を行う復
調／ＥＣＣ部１０９とを有している。この復調／ＥＣＣ部１０９の出力データは、図示し
ない再生データ処理系に供給される。
【００２７】
　また、ドライブ１００は、再生ＲＦ信号ＳRFよりリードチャネル部１１５で抽出される
アドレス情報をコントローラ１０５に転送したり、プッシュプル信号ＳPPを処理してアド
レス情報を得て、このアドレス情報をコントローラ１０５に転送するアドレス処理部１１
７を有している。
【００２８】
　また、ドライブ１００は、ＲＦアンプ部１０９で作成されたプッシュプル信号ＳPPより
ウォブル信号を検出するウォブル検出部１１８を有している。図３は、このウォブル検出
部１１８の構成を示している。
【００２９】
　ウォブル検出部１１８は、中心周波数ｆ１が１４０ｋＨｚであるバンドパスフィルタ１
２１と、中心周波数ｆ２が８１０ｋＨｚであるバンドパスフィルタ１２２とを有している
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。
【００３０】
　なお、光ディスク１０１がＤＶＤ－ＲＷディスクである場合、この光ディスク１０１を
１３８９ｒｐｍで回転駆動した場合、光ディスク１０１の半径２４ｍｍの位置におけるグ
ルーブウォブルの周波数は約１４０ｋＨｚとなる。したがって、この場合におけるプッシ
ュプル信号ＳPPは、約１４０ｋＨｚの周波数成分のレベルが大きなものとなる。
【００３１】
　また、光ディスク１０１がＤＶＤ＋ＲＷディスクである場合、この光ディスク１０１を
１３８９ｒｐｍで回転駆動した場合、光ディスク１０１の半径２４ｍｍの位置におけるグ
ルーブウォブルの周波数は約８１０ｋＨｚとなる。したがって、この場合におけるプッシ
ュプル信号ＳPPは、約８１０ｋＨｚの周波数成分のレベルが大きなものとなる。
【００３２】
　また、ウォブル検出部１１８は、バンドパスフィルタ１２１の出力信号ＳＦ１の振幅レ
ベルを検出するレベル検出部１２３と、バンドパスフィルタ１２２の出力信号ＳＦ２の振
幅レベルを検出するレベル検出部１２４とを有している。これらレベル検出部１２３，１
２４は、例えば整流平滑回路で構成されている。
【００３３】
　また、ウォブル検出部１１８は、レベル検出部１２３の出力信号を、コントローラ１０
５より所定のタイミングで供給されるサンプルパルスＳＭＰでサンプリングし、そのサン
プル値を検出レベルＬＶ１としてホールドするサンプルホールド回路１２５と、レベル検
出部１２４の出力信号を、上述のサンプルパルスＳＭＰでサンプリングし、そのサンプル
値を検出レベルＬＶ２としてホールドするサンプルホールド回路１２６とを有している。
　　　
【００３４】
　また、ウォブル検出部１１８は、サンプルホールド回路１２５でホールドされた検出レ
ベルＬＶ１をディジタル信号に変換してコントローラ１０５に供給するＡ／Ｄコンバータ
１２７と、サンプルホールド回路１２６でホールドされた検出レベルＬＶ２をディジタル
信号に変換してコントローラ１０５に供給するＡ／Ｄコンバータ１２８とを有している。
【００３５】
　図１に示す光ディスクドライブ１００におけるディスク判定動作について説明する。コ
ントローラ１０５は、光ディスク１０１が装着される際に、この光ディスク１０１が、記
録可能なディスク、すなわちＤＶＤ－ＲＷディスクまたはＤＶＤ＋ＲＷディスクであるか
、あるいは再生専用のディスク、すなわちＤＶＤ－ＲＯＭディスクであるかを判定する。
【００３６】
　この場合、コントローラ１０５は、サーボコントローラ１０６を制御し、光ピックアッ
プ１０３を半径２４ｍｍの位置に移動させ、光ディスク１０１を１３８９ｒｐｍで回転駆
動させ、光ピックアップ１０３で半導体レーザよりレーザビームを発光させ、さらにフォ
ーカスやトラッキングのサーボを行わせる。この状態で、ＲＦアンプ部１０９で作成され
るプッシュプル信号ＳPPはウォブル検出部１１８（図２参照）に供給される。ウォブル検
出部１１８では、プッシュプル信号ＳPPが処理されて検出レベルＬＶ１，ＬＶ２が生成さ
れ、この検出レベルＬＶ１，ＬＶ２がコントローラ１０５に供給される。
【００３７】
　すなわち、プッシュプル信号ＳPPより、バンドパスフィルタ１２１で、約１４０ｋＨｚ
の周波数成分が抽出される。そして、このフィルタ１２１の出力信号ＳＦ１の振幅レベル
がレベル検出部１２３で検出され、さらにレベル検出部１２３の出力信号がサンプルホー
ルド回路１２５でサンプリングされて検出レベルＬＶ１が得られる。そして、この検出レ
ベルＬＶ１が、Ａ／Ｄコンバータ１２７でディジタル信号に変換されてコントローラ１０
５に供給される。
【００３８】
　同様に、プッシュプル信号ＳPPより、バンドパスフィルタ１２２で、約８１０ｋＨｚの
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周波数成分が抽出される。そして、このフィルタ１２２の出力信号ＳＦ２の振幅レベルが
レベル検出部１２４で検出され、さらにそのレベル検出部１２４の出力信号がサンプルホ
ールド回路１２６でサンプリングされて検出レベルＬＶ２が得られる。この検出レベルＬ
Ｖ２が、Ａ／Ｄコンバータ１２８でディジタル信号に変換されてコントローラ１０５に供
給される。
【００３９】
　コントローラ１０５では、検出レベルＬＶ１，ＬＶ２を用いて、装着された光ディスク
１０１の判定が、以下のように行われる。すなわち、ＬＶ１＞ＬＶ２であって、ＬＶ１が
規定レベル以上であるとき、装着された光ディスク１０１は、記録可能なディスクである
ＤＶＤ－ＲＷディスクであると判定される。また、ＬＶ２＞ＬＶ１であって、ＬＶ２が規
定レベル以上であるとき、装着された光ディスク１０１は、記録可能なディスクであるＤ
ＶＤ＋ＲＷディスクであると判定される。さらに、ＬＶ１，ＬＶ２の双方が規定レベルよ
り小さいとき、装着された光ディスク１０１は、再生専用のディスクであるＤＶＤ－ＲＯ
Ｍディスクであると判定される。このような判定結果は、コントローラ１０５の制御で、
例えば表示部１０７に表示され、ユーザに報知される。
【００４０】
　ここで、光ディスク１０１としてＤＶＤ－ＲＷディスクが装着される場合、プッシュプ
ル信号ＳPPは約１４０ｋＨｚの周波数成分のレベルが大きなものとなるため、バンドパス
フィルタ１２１の出力信号ＳＦ１およびバンドパスフィルタ１２２の出力信号ＳＦ２は、
図４Ａに示すように得られる（例えばＳＦ１は１８０mVp-p、ＳＦ２は３０mVp-p）。した
がって、この場合には、ＬＶ１＞ＬＶ２であって、ＬＶ１が規定レベル以上となるため（
規定レベルは、例えば１００mVp-pに対応するレベル）、ＤＶＤ－ＲＷディスクが装着さ
れていると判定されることとなる。
【００４１】
　また、光ディスク１０１としてＤＶＤ＋ＲＷディスクが装着される場合、プッシュプル
信号ＳPPは約８１０ｋＨｚの周波数成分のレベルが大きなものとなるため、バンドパスフ
ィルタ１２１の出力信号ＳＦ１およびバンドパスフィルタ１２２の出力信号ＳＦ２は、図
４Ｂに示すように得られる（例えばＳＦ１は３０mVp-p、ＳＦ２は２００mVp-p）。したが
って、この場合には、ＬＶ２＞ＬＶ１であって、ＬＶ２が規定レベル以上となるため、Ｄ
ＶＤ＋ＲＷディスクが装着されていると判定されることとなる。
【００４２】
　さらに、光ディスク１０１としてＤＶＤ－ＲＯＭディスクが装着される場合、プッシュ
プル信号ＳPPは約１４０ｋＨｚおよび約８１０ｋＨｚの周波数成分の双方のレベルが小さ
いものとなるため、バンドパスフィルタ１２１の出力信号ＳＦ１およびバンドパスフィル
タ１２２の出力信号ＳＦ２は、図４Ｃに示すように得られる。したがって、この場合には
、ＬＶ１，ＬＶ２の双方が規定レベルより小さくなるため、ＤＶＤ－ＲＯＭディスクが装
着されていると判定されることとなる。
【００４３】
　以上説明したように、本実施の形態においては、ウォブル検出部１１８で、バンドパス
フィルタ１２１，１２２によって、プッシュプル信号ＳPPより、ＤＶＤ－ＲＷディスク，
ＤＶＤ＋ＲＷディスクのグルーブウォブルの周波数成分がそれぞれ抽出される。そして、
このウォブル検出部１１８よりコントローラ１０５に、抽出されたそれぞれの周波数成分
の振幅レベルに対応した検出レベルＬＶ１，ＬＶ２が供給される。そして、コントローラ
１０５では、この検出レベルＬＶ１，ＬＶ２に基づいて、装着された光ディスク１０１の
判定が行われる。
【００４４】
　したがって、本実施の形態においては、装着された光ディスク１０１がＤＶＤ－ＲＷデ
ィスクであるかの判定と、装着された光ディスク１０１がＤＶＤ＋ＲＷディスクであるか
の判定とを並行して行うものであり、装着された光ディスク１０１が記録可能な光ディス
ク（ＤＶＤ－ＲＷディスク，ＤＶＤ＋ＲＷディスク）であるか否かを、短時間かつ確実に
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判定することができる。これにより、例えば、複製禁止のディジタルビデオ信号が複製禁
止を無視して記録可能なディスクに記録されていても、そのことを即座に判断できるよう
になる。
【００４５】
　また、本実施の形態においては、装着された光ディスク１０１が記録可能な光ディスク
である場合、その種類を同時に知ることができる。これにより、誤って対応できない光デ
ィスクに記録しようとしてしまう可能性を低減できる。
【００４６】
　なお、上述実施の形態において、ウォブル検出部１１８は、図３に示すように構成され
ていたが、図５に示すように構成してもよい。この図５において、図３と対応する部分に
は同一符号を付し、その詳細説明は省略する。
【００４７】
　このウォブル検出部１１８は、図３に示すウォブル検出部１１８と同様に、中心周波数
ｆ１が１４０ｋＨｚであるバンドパスフィルタ１２１と、中心周波数ｆ２が８１０ｋＨｚ
であるバンドパスフィルタ１２２とを有している。
【００４８】
　また、このウォブル検出部１１８は、バンドパスフィルタ１２１の出力信号ＳＦ１を２
値化する２値化回路１３１と、バンドパスフィルタ１３１の出力信号ＳＦ２を２値化する
２値化回路１３１と、２値化回路１３１からの２値化信号を参照信号として周波数信号Ｆ
Ｏ１を生成し、この周波数信号ＦＯ１をコントローラ１０５に供給するＰＬＬ回路１３３
と、２値化回路１３２からの２値化信号を参照信号として周波数信号ＦＯ２を生成し、こ
の周波数信号ＦＯ２をコントローラ１０５に供給するＰＬＬ回路１３４とを有している。
【００４９】
　装着された光ディスク１０１の判定動作を行う際に、ウォブル検出部１１８では、プッ
シュプル信号ＳPPが処理されて、周波数信号ＦＯ１，ＦＯ２が生成され、この周波数信号
ＦＯ１，ＦＯ２がコントローラ１０５に供給される。
【００５０】
　すなわち、プッシュプル信号ＳPPより、バンドパスフィルタ１２１で、約１４０ｋＨｚ
の周波数成分が抽出される。そして、このフィルタ１２１の出力信号ＳＦ１が２値化回路
１３１で２値化され、この２値化回路１３１からの２値化信号がＰＬＬ回路１３３に参照
信号として供給される。そして、このＰＬＬ回路１３３より出力される周波数信号ＦＯ１
がコントローラ１０５に供給される。
【００５１】
　この場合、バンドパスフィルタ１２１の出力信号ＳＦ１における約１４０ｋＨｚの周波
数成分のレベルが大きいとき、ＰＬＬ回路１３３に供給される２値化信号は約１４０ｋＨ
ｚの単一周波数を持つものとなり、周波数信号ＦＯ１として約１４０ｋＨｚの周波数信号
が得られる。これに対して、バンドパスフィルタ１２１の出力信号ＳＦ１における約１４
０ｋＨｚの周波数成分のレベルが小さいとき、ノイズ成分のためにＰＬＬ回路１３３に供
給される２値化信号は約１４０ｋＨｚの単一周波数を持つものとはならず、周波数信号Ｆ
Ｏ１として約１４０ｋＨｚの周波数信号は得られない。
【００５２】
　同様に、プッシュプル信号ＳPPより、バンドパスフィルタ１２２で、約８１０ｋＨｚの
周波数成分が抽出される。そして、このフィルタ１２２の出力信号ＳＦ１が２値化回路１
３２で２値化され、この２値化回路１３２からの２値化信号がＰＬＬ回路１３４に参照信
号として供給される。そして、このＰＬＬ回路１３４より出力される周波数信号ＦＯ２が
コントローラ１０５に供給される。
【００５３】
　この場合、バンドパスフィルタ１２２の出力信号ＳＦ１における約８１０ｋＨｚの周波
数成分のレベルが大きいとき、ＰＬＬ回路１３４に供給される２値化信号は約８１０ｋＨ
ｚの単一周波数を持つものとなり、周波数信号ＦＯ２として約８１０ｋＨｚの周波数信号
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が得られる。これに対して、バンドパスフィルタ１２２の出力信号ＳＦ２における約８１
０ｋＨｚの周波数成分のレベルが小さいとき、ノイズ成分のためにＰＬＬ回路１３４に供
給される２値化信号は約８１０ｋＨｚの単一周波数を持つものとはならず、周波数信号Ｆ
Ｏ２として約８１０ｋＨｚの周波数信号は得られない。
【００５４】
　コントローラ１０５では、周波数信号ＦＯ１，ＦＯ２を用いて、装着された光ディスク
１０１の判定が、以下のように行われる。すなわち、周波数信号ＦＯ１が約１４０ｋＨｚ
の周波数信号であるとき、装着された光ディスク１０１は、記録可能なディスクであるＤ
ＶＤ－ＲＷディスクであると判定される。また、周波数信号ＦＯ２が約８１０ｋＨｚの周
波数信号であるとき、装着された光ディスク１０１は、記録可能なディスクであるＤＶＤ
＋ＲＷディスクであると判定される。さらに、周波数信号ＦＯ１が約１４０ｋＨｚの周波
数信号でもなく、周波数信号ＦＯ２が約８１０ｋＨｚの周波数信号でもないとき、装着さ
れた光ディスク１０１は、再生専用のディスクであるＤＶＤ－ＲＯＭディスクであると判
定される。
【００５５】
　コントローラ１０５では、周波数信号ＦＯ１，ＦＯ２の周波数の判断を、例えば水晶精
度のクロックを使用し、周波数信号ＦＯ１，ＦＯ２の周期をカウントすることで行う。例
えば、周波数信号ＦＯ２の周期を１００ＭＨｚのクロックでカウントしたとき、１１８～
１２９の範囲のカウントであれば、周波数信号ＦＯ２の周波数は７７５．２ｋＨｚ～８４
７．５ｋＨｚであり、８１０ｋＨｚの±５％以内にあることから、コントローラ１０５は
周波数信号ＦＯ２の周波数が約８１０ｋＨｚであると判断する。±５％の幅を持たせるの
は、光ディスク１０１における測定個所、回転数等の較差を考慮したものである。なお、
詳細な数値は示さないが、周波数信号ＦＯ１の周波数を判断する際にも、同様に±５％の
幅を持たせる。
【００５６】
　ここで、光ディスク１０１としてＤＶＤ－ＲＷディスクが装着される場合、プッシュプ
ル信号ＳPPは約１４０ｋＨｚの周波数成分のレベルが大きなものとなるため、バンドパス
フィルタ１２１の出力信号ＳＦ１およびバンドパスフィルタ１２２の出力信号ＳＦ２は、
図４Ａに示すように得られる。したがって、この場合には、周波数信号ＦＯ１が約１４０
ｋＨｚの周波数信号となるため、ＤＶＤ－ＲＷディスクが装着されていると判定されるこ
ととなる。
【００５７】
　また、光ディスク１０１としてＤＶＤ＋ＲＷディスクが装着される場合、プッシュプル
信号ＳPPは約８１０ｋＨｚの周波数成分のレベルが大きなものとなるため、バンドパスフ
ィルタ１２１の出力信号ＳＦ１およびバンドパスフィルタ１２２の出力信号ＳＦ２は、図
４Ｂに示すように得られる。したがって、この場合には、周波数信号ＦＯ２が約８１０ｋ
Ｈｚの周波数信号となるため、ＤＶＤ＋ＲＷディスクが装着されていると判定されること
となる。
【００５８】
　さらに、光ディスク１０１としてＤＶＤ－ＲＯＭディスクが装着される場合、プッシュ
プル信号ＳPPは約１４０ｋＨｚおよび約８１０ｋＨｚの周波数成分のレベルが小さいもの
となるため、バンドパスフィルタ１２１の出力信号ＳＦ１およびバンドパスフィルタ１２
２の出力信号ＳＦ２は、図４Ｃに示すように得られる。したがって、この場合には、周波
数信号ＦＯ１が約１４０ｋＨｚの周波数信号とならず、また周波数信号ＦＯ２が約８１０
ｋＨｚの周波数信号とならず、ＤＶＤ－ＲＯＭディスクが装着されていると判定されるこ
ととなる。
【００５９】
　また、上述実施の形態においては、記録可能な２種類の光ディスク（ＤＶＤ－ＲＷ，Ｄ
ＶＤ＋ＲＷ）を並行して判定するものを示したが、同様にして、記録可能な複数種類の光
ディスクを並行して判定することができる。ただしこの場合、複数種類の光ディスクは互
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いにグルーブウォブルの周波数が異なっている必要がある。
【００６０】
　また、上述実施の形態においては、この発明を、ＤＶＤ系の光ディスクドライブ１００
に適用したものであるが、この発明は、ＣＤ系の光ディスクドライブ等にも同様に適用で
きることは勿論である。
【符号の説明】
【００６１】
１００・・・光ディスクドライブ、１０１・・・光ディスク、１０３・・・光ピックアッ
プ、１０５・・・コントローラ、１０６・・・サーボコントローラ、１０７・・・表示部
、１０９・・・ＲＦアンプ部、１１５・・・リードチャネル部、１１６・・・復調／ＥＣ
Ｃ部、１１７・・・アドレス処理部、１１８・・・ウォブル検出部、１２１，１２２・・
・バンドパスフィルタ、１２３，１２４・・・レベル検出部、１２５，１２６・・・サン
プルホールド回路、１２７，１２８・・・Ａ／Ｄコンバータ、１３１，１３２・・・２値
化回路、１３３，１３４・・・ＰＬＬ回路

【図１】 【図２】

【図３】
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